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予　算

こども誰でも通園制度こども誰でも通園制度

にぎわい創出への支援にぎわい創出への支援

基幹相談支援センターの設置基幹相談支援センターの設置

クリエイティブ産業への支援クリエイティブ産業への支援

市道白山線の整備市道白山線の整備

軟骨伝導集音器を導入軟骨伝導集音器を導入
保育所などに通っていない生後６カ月から満３歳
未満の子どもを対象に、時間単位で保育サービス
を実施。

地域のにぎわいを創り出す新たな取り組みに事業
費の一部を補助。（初回のみ）

障がい者の相談支援の中核機関として、総合相談
や関係機関連携、地域づくりを進める。

市内で新しく情報通信業・デザイン業を創業・拠
点開設する事業者に対し、経費の一部を補助。

２車線道路と歩道を整備し、通学時の安全確保と、
くりこま高原駅周辺の外周道路機能を強化。

聴こえやすい環境を整え、行政サービスの質を向
上させるため、各総合支所窓口に「軟骨伝導集音
器」を導入。

660
万円

363
万円

万円
350

万円
4,052

万円
33

万円
200
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予　算

射撃練習を支援射撃練習を支援

道路の防犯カメラ設置道路の防犯カメラ設置

クマの誘引木を伐採クマの誘引木を伐採

家庭の防犯対策用品購入助成家庭の防犯対策用品購入助成

令和８年度予算

注目事業
　２月定例議会では、予算特別委員会に
おいて当初予算案を審査し、原案のとお
り可決しました。
　事業の一部を紹介します。

　予算は市総合計画の５つの将来像に基づき編成されています。
　１．恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまち
　２．子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまち
　３．健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまち
　４．地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまち
　５．市民がまちづくりを楽しめるまち

隊員が行う射撃練習の経費を、１回当たり１万円
を上限に補助。（最大年２回まで）

道路上での安全・安心を守るため、新たに３カ所
へ防犯カメラを設置。

クマを人の生活圏に引き寄せる樹木（栗）を伐採
し、住民の安全・安心を確保する。

市民が防犯対策用品などを購入・設置した費用の
１／２を助成。（上限２万円）

万円
200

円
2億

万円
389

万円
200
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予算審査

　
返
礼
品
は
ど
う
い
っ

た
も
の
が
多
い
の
か
。

　
米
や
肉
、
地
酒
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
主
力
商
品
に
加
え
、
納

豆
な
ど
の
加
工
品
も
選
ば
れ
て

い
る
。　

寄
付
額
３
億
円
は
実

現
で
き
る
の
か
。

　
２
回
以
上
寄
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
も

多
く
、
10
回
と
い
う
方
も
い
る
。

Ｐ
Ｒ
に
務
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

確
保
に
力
を
入
れ
た
い
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工

事
の
内
容
は
。

　
市
内
19
カ
所
へ
の
設

置
要
望
が
あ
り
、
主
に

国
道
、
県
道
の
交
差
点
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
栗
原
警
察
署
、

防
犯
協
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

設
置
場
所
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ど
の
く
ら
い
の
相
談

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
高

齢
者
の
相
談
は
何
件
か
。

　
令
和
８
年
２
月
ま
で

に
、
２
２
３
件
の
相
談

が
あ
り
、
う
ち
65
歳
以
上
の
相

談
が
94
件
あ
っ
た
。

　
相
談
者
に
代
わ
り
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
経
由
し
て
相
談
に
つ
な
が

っ
た
件
数
は
。

　
現
状
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
多
様
化
す
る

相
談
内
容
に
対
応
で
き
る
イ※

ン

テ
ー
ク
ワ
ー
カ
ー
の
養
成
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
社
会
教
育
施
設
な
ど

の
利
用
料
金
見
直
し
時

期
は
。
ま
た
、
瀬
峰
駅
有
料
駐

車
場
の
利
用
率
が
低
い
状
況
だ

が
、
予
算
措
置
に
あ
た
り
、
料

金
改
定
は
検
討
し
た
の
か
。

　
令
和
８
年
度
中
に
市

内
公
共
施
設
全
体
の
料

金
見
直
し
を
行
い
、
令
和
９
年

度
よ
り
改
正
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
小
中
学
校
で
貸
与
し

て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
更
新
内
容
は
。

　
県
主
導
の
共
同
購
入

を
予
定
し
て
お
り
、
導

入
コ
ス
ト
軽
減
が
図
ら
れ
る
。

　
利
用
開
始
時
期
の
目

処
は
。

　
令
和
９
年
度
の
早
い

時
期
か
ら
の
利
用
を
目

指
し
て
い
る
。

なにこれインテークワーカーとは → 相談に来た人の話を最初に受け止め、状況や
課題を整理し、適切な支援や窓口につなぐ役割の担当者。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

＝ 

歳　
入 

＝

＝ 

歳　
出 

＝

防

犯

対

策

防

犯

対

策

生
活
困
窮
者

生
活
困
窮
者

へ

の

支

援

へ

の

支

援

利
用
料
金
の

利
用
料
金
の

見

直

し

見

直

し

小
・
中
学
校

小
・
中
学
校

タ
ブ
レ
ッ
ト

タ
ブ
レ
ッ
ト

高
清
水
城
址

高
清
水
城
址

公
園
の
整
備

公
園
の
整
備

予算　　　審査
佐藤　千昭　委員長

　令和８年度の一般会計や４つの特別会計、３つの事業会計の予算について「市民生活に
直結した均衡のとれた予算」であるかどうかの観点から審査を行いました。
　審査では、議員が市の取り組みや予算の内容について説明を求めました。その一部を紹
介します。

特別委員会

質
疑

問

問問問

問

問

問

問 答

答答答

答

答

答

答

高清水城址公園整備イメージ図
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予算審査

　
特
定
健
診
の
受
診
率

は
。
そ
の
う
ち
特
定
保

健
指
導
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
特
定
健
診
の
受
診
者

数
は
、
１
万
２
２
４
５

人
で
受
診
率
45
％
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
６
２
２
人
が
特
定
保
健

指
導
対
象
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

尿
中
ナ
ト
カ
リ
比

（
※
）
測
定
を
導
入
し

２
年
目
と
な
っ
た
が
、
検
査
結

果
の
傾
向
は
。

　
実
現
可
能
目
標
と
さ

れ
る
数
値
４
未
満
が
増

え
て
き
て
お
り
、
理
想
値
と
さ

れ
る
２
未
満
の
人
も
い
る
。

※
尿
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム

の
濃
度
比
を
調
べ
、
高
血
圧
や
脳
・

心
血
管
疾
患
の
予
防
・
管
理
を
目
的

と
し
た
検
査

　
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
は

市
内
全
域
で
ど
の
く
ら

い
残
っ
て
い
て
、
全
て
布※

設
替

え
す
る
ま
で
何
年
か
か
る
予
定

か
。

　
市
内
全
域
で
42
・
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
残
っ
て

い
る
。
１
年
に
２
～
３
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
布
設
替
え
予
定
で
あ
り
、

14
年
ほ
ど
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

　
有
収
率
（
※
）
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　
71
・
６
％
で
あ
る
。

※
浄
水
場
か
ら
送
り
出
し
た
水
の
う

ち
、
漏
水
な
ど
で
失
わ
れ
ず
に
料
金

の
対
象
と
な
っ
た
水
の
割
合

　
病
院
運
営
に
関
し
、

精
通
し
た
資
格
者
は
い

る
の
か
。

　
職
員
で
診
療
情
報
管

理
士
な
ど
４
名
を
配
置

し
て
い
る
。

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
展

示
設
備
等
設
置
業
務
委
託
料
の

内
容
は
。

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

と
荒
砥
沢
崩
落
地
を
結

ぶ
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

す
る
拠
点
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

し
て
整
備
し
、
来
訪
者
の
増
に

つ
な
げ
る
も
の
。
施
設
に
は
、

立
体
地
図
と
、
新
た
に
作
る
模

型
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
投
影
す
る
装
置
も
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
委
託
料
の
内
容
は
。

　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式

会
社
「
晴
れ
風
ア
ク
シ

ョ
ン
」
の
支
援
を
受
け
、
瀬
峰

五
輪
堂
山
公
園
に
桜
を
植
栽
し
、

保
全
す
る
活
動
を
行
う
。

　
桜
の
テ
ン
グ
ス
病
と

い
っ
た
被
害
が
心
配
さ

れ
る
が
、
市
が
管
理
す
る
公
園

の
う
ち
、
桜
が
植
栽
さ
れ
て
い

る
場
所
は
何
箇
所
あ
る
の
か
。

　
桜
が
植
栽
さ
れ
て
い

る
場
所
は
把
握
し
て
い

な
い
。
今
後
調
査
し
た
い
。

なにこれ布設替えとは → 老朽化した地中の水道本管を撤去し、
新しい管に入れ替えること。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

栗
駒
山
麓

栗
駒
山
麓

ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
パ
ー
ク

桜

の

保

護

桜

の

保

護

保

全

活

動

保

全

活

動

問

問

問

問問

問

問問

答

答

答

答 答

答

答答

「質疑」と「質問」の違いって何？そもそも //

　質疑は「議案の内容を確認するもの」で主に委員会で行われます。

質問は「市の考え方を聞くもの」で主に本会議で行われます。

　今回の予算特別委員会は、予算の内容を確認する場であるため、

「質疑」が行われました。市の考え方や方針をただす「質問」に当

たる発言があった場合は、委員長の判断により発言が止められるこ

とがあります。

瀬峰五輪堂山公園の桜並木

新しくなったシアター映像
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定例議会

　
ハ
イ
ル
ザ
ー
ム
栗
駒
は
平
成

10
年
に
設
置
後
、
す
で
に
28
年

が
経
過
し
て
お
り
、
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
大
規
模
な
修
繕
が
見
込
ま
れ

る
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
観
光
需
要
は
回
復
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
維
持
管
理
費
の
増
加

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
持
続
可

能
な
施
設
運
営
に
つ
い
て
慎
重

な
検
討
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
市
に
対
し
、
指
定

管
理
期
間
の
満
了
を
待
た
ず
に

運
営
状
況
や
決
算
な
ど
を
総
合

的
に
検
証
し
、
施
設
の
存
廃
を

含
め
た
今
後
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

産
業
建
設

２月定例議会は、 ２月10日から３月９日までの会期で

開かれ、 令和８年度の当初予算や、 ハイルザーム栗駒

の指定管理者の指定の議案などについて審議しました。2月 12月9月6月

審査意見を付すって何？そもそも //

議会の委員会における「審査意見を付す」とは、本会議から付託さ

れた議案などを専門的に審査した委員会が、最終的な結論（可決・

否決）に加えて、「執行部（行政）への業務執行上の意見」などを

文章として添えることです。

２月定例議会

指
定
管
理
者
の
指
定
に

　
　  

審
査
意
見
を
付
し
て
可
決

ハ
イ
ル
ザ
ー
ム
栗
駒
の

�

今
後
の
あ
り
方
を
検
討

2/10 ㈫

市
長
に
よ
る
議
案
な
ど
の
提
案

本
会議

１１

2/18㈬～ 24㈫

一
般
質
問
（
関
連
記
事
12
ペ
ー
ジ
）

議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
し
、
市
の

見
解
を
聞
く

本
会議

２２

3/3㈫～ 3/6㈮

予
算
特
別
委
員
会
（
関
連
記
事
２
～
５
ペ
ー
ジ
）

令
和
８
年
度
予
算
に
つ
い
て
審
査

委員会

６６

2/26 ㈭～ 3/2 ㈪

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会

総
務
・
産
業
建
設
・
文
教
民
生
常
任
委
員
会
、

予
算
特
別
委
員
会
（
各
分
科
会
）
に
分
か
れ
て

審
査

委員会

４４

3/2 ㈪

委
員
長
報
告

討
論
・
採
決

各
常
任
委
員
会
・
予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

結
果
を
全
員
で
共
有

議
案
な
ど
に
対
し
て
賛
成
か
反
対
か
を
表
明
し
、

可
否
を
決
定
す
る

本会議

５５

3/9 ㈪

委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決

予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
報
告
し
、

そ
れ
に
対
し
て
、
賛
成
か
反
対
か
を
表
明
し
、

可
否
を
決
定
す
る

本会議

７７

2/25 ㈬

委
員
会
付
託

３
つ
の
常
任
委
員
会
お
よ
び
予
算
特
別
委
員
会

に
担
当
分
野
の
審
査
を
分
担
す
る

本会議

３３
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委員会質疑

Ｑ
Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

消防団員がいない地区はあるのか。

令和２年度に班を再編し、今回の改正にあたり、

消防団の活動に支障がないか確認中である。

公募をおこなった１回目は応募がなかったとの
ことだが、再公募にあたり、募集条件や内容を
どのように見直したか。

冬季の維持管理について、凍結などを防ぎ温度

を維持するため「日中のみの８時間管理」から「24

時間常駐」に変更し、必要な人件費などを追加

した。

１俵（６０㎏）当たりの負担額はどの程度か。

給食のコメは学校給食会から購入しており、基

準額である２万１,０００円を超えた分を追加す

るもの。１俵当たりの単価は時期により変動す

るものの、年間平均で約３万１６７円である。

負担金はどのように決めているのか。

救命救急センターの事業費から収入を差し引い

た額を、関係市町で分担している。

負担割合はどの程度か。

搬送された患者数に基づき算定しており、令和

６年度は栗原市民が約９％（１０５９人）とな

っている。

※大崎市民病院は三次救急医療機関であり、広

域的な救急医療体制を支えるため、栗原市など

が運営費の一部を負担しています。

　栗原市消防団員の定員を１５００人から
１４００人とするもの。

　令和８年３月３１日をもって指定管理期間が
満了するハイルザーム栗駒の指定管理者として、
株式会社ゆめぐりを指定するもの。

　令和６年度の大崎市民病院救命救急センター
の運営費確定に伴い、負担金を追加するもの。

学校給食用米の価格上昇に伴い、給食で提供す
るコメの数量に応じ、県の学校給食会の負担分
を追加するもの。

指定管理者の指定栗原市消防団条例の一部を改正

学校給食用米の価格上昇に伴う
負担金の追加

大崎市民病院救命救急センター負担金

PointPoint

Point

Point

01
その他

補正予算

補正予算

条例
03

04

02
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臨時議会・人事

〇
実
施
時
期
（
宿
泊
期
間
）

令
和
８
年
５
月
か
ら
９
月
ま
で

〇
金
額　

�
５
千
万
円

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
や
来

訪
者
に
対
し
、
宿
泊
料
金
の
割

引
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
家
計

負
担
の
軽
減
と
旅
行
需
要
の
創

出
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
観

光
事
業
者
の
経
営
継
続
と
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

　
桜
や
紅
葉
、
マ
ガ
ン

の
飛
来
の
時
期
も
あ
る

た
め
、
４
月
や
10
月
ま
で
期
間

を
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
観
光
客
が
少
な
い
時

期
の
利
用
促
進
を
目
的

と
し
て
お
り
、
繁
忙
期
で
あ
る

10
月
な
ど
は
対
象
外
と
し
、
５

月
か
ら
９
月
に
設
定
し
て
い
る
。

　
予
定
期
間
内
に
利
用

が
伸
び
ず
、
予
算
が
残

っ
た
場
合
は
延
長
す
る
の
か
。

　
短
期
間
で
効
果
を
出

す
事
業
だ
が
、
予
算
に

達
し
な
い
場
合
は
期
間
延
長
も

検
討
す
る
。

〇
実
施
時
期

令
和
８
年
２
月
か
ら
10
月
ま
で

〇
金
額　

�

５
千
万
円

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
市
内
事
業

者
に
対
し
、
販
路
開
拓
や
生
産

性
向
上
な
ど
の
取
り
組
み
を
支

援
し
、
経
営
改
善
と
事
業
拡
大

を
図
る
。

　
申
請
は
先
着
順
で
、

予
算
に
達
し
た
ら
終
了

す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
審
査
し
、

売
上
高
営
業
利
益
率
の
悪
化
状

況
な
ど
を
優
先
し
て
選
ぶ
の
か
。

　
申
請
は
受
け
付
け
た

順
に
審
査
し
、
内
容
が

適
正
で
あ
れ
ば
順
次
交
付
す
る
。

優
先
順
位
を
付
け
て
選
考
す
る

予
定
は
な
い
。

〇
工
事
・
設
備
導
入
期
間

令
和
８
年
５
月
か
ら
11
月
ま
で

〇
金
額　

�

２
５
０
０
万
円

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

市
内
観
光
事
業
者
に
対
し
、
観

光
Ｄ
Ｘ
、
省
エ
ネ
設
備
導
入
を

支
援
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
る
。　

物
価
高
騰
は
新
規
開

業
者
に
も
影
響
し
て
い

る
た
め
、
開
業
間
も
な
い
事
業

者
も
対
象
に
含
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
本
事
業
は
過
年
度
と

の
利
益
率
を
比
較
し
て

審
査
す
る
た
め
、
新
規
開
業
者

は
対
象
外
と
な
る
。
な
お
、
新

規
開
業
者
に
つ
い
て
は
別
の
支

援
制
度
（
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
で
対
応
し

て
い
る
。

問問

問

問

答答

答

答

宿
泊
促
進
支
援
事
業

中
小
企
業
等
経
営

継
続
・
成
長
支
援

経
営
力
強
化
・
省
エ
ネ

設
備
等
導
入
支
援

物
価
高
騰
に
伴
う

　
　
　
　
経
済
支
援
策
を
可
決

会議時臨
　
令
和
８
年
１
月
23
日
に
物
価
高
騰
に
伴
う
支
援
策
を
審
議
す
る
臨
時
議
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
会
は
経
済
支
援
策
に
対
す
る
補
正
予
算
（
３
億
３
４
２
０
万
円
）
を
原
案

の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　
　
　

千ち　

葉ば　

睦む
つ　

子こ　

氏

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
　

只た
だ　

見み　

直な
お　

美み　

氏

■
固
定
資
産
評
価
審
査

　

委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
　

佐さ

々さ

木き　

ま
ち
よ　

氏

　
　
　

芳は　

賀が　

徳の
り　

彦ひ
こ　

氏

　
　
　

菅す
が　

原わ
ら　

茂し
げ　

樹き　

氏

■
人
権
擁
護
委
員

　

候
補
者
の
推
薦

　
　
　

千ち　

田だ　

祐ゆ
う　

子こ　

氏

　
　
　

髙た
か　

橋は
し　

　
　

康こ
う　

氏

　
　
　

古ふ
る　

山や
ま　

明あ
き　

宏ひ
ろ　

氏

人
事
案
件
に

同
意
し
ま
し
た
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検証

議会基本条例の目的が達成されているかどうか、 議会基本条例検証

特別委員会を設置し、 検証を行いました。

議会基本条例を検証
市民に開かれた議会へ

　条例施行以来、市民から信頼される開かれた議会を目指し、議会改革に取り組んできました。令和６年

３月に設置した議会のあり方調査特別委員会では、議員の定数や報酬、ハラスメントのほか、条例検証の

あり方についても調査を行いました。令和７年第２回定例議会で、検証主体を明確に規定する条例改正を

行い、これに基づき委員会を設置し検証しました。

　今回の検証は、令和５年度・６年度の２カ年

の取り組みについて評価・検証を行いました。

会派ごとの検証を基に、委員会で取り組み実績

や評価の意見交換を行い、今後の取り組みにつ

いて検討しました。これは条例への理解を深め、

議会運営の課題を把握するうえで大きな意義が

ありました。

　検証結果は、Ａ評価（十分できている）４項目、

Ｂ評価（概ねできている）２５項目、Ｃ評価（不

十分である）３項目、Ｄ評価（できていない）

１項目となりました。

　目的が十分達成できていないＣ・Ｄ評価の項

目については、改善に向けて取り組んでいきます。

　「議会の役割」や「議員の活動の基本となるルール」を定め、平成 23 年 12 月 20 日から施行されています。

「市民の福祉の向上」と「公正で民主的な市政の発展」を目指し、持続的で豊かなまちづくりを実現するた

めの議会の最高規範です。

　議会の運営方法や議員の責務、市民との関わり方などを明確にし、情報公開や説明責任を果たすことで、

「市民に開かれた議会の実現」を目的としています。

　議員同士の活発な議論を通じて「政策提案」や「課題解決」を図り、「市民の声を市政に的確に反映させ

る役割」も担っています。

検証に至るまでの経緯

検証結果 検証の経過

議会基本条例とは

年 月 日 協 議 内 容 など

R7. 6.24 正副委員長の互選

R7.10.15 検証の進め方・達成状況の検証

R7.11.14
条例の検証

R7.11.26

R8. 1.19
議員全員協議会において検証案に係

る意見聴取・協議

R8. 1.30 報告書案の検討

R8. 2. 6
議員全員協議会において報告書案の

協議・決定

R8. 3.16 所管する委員会へ振り分け

検証結果の詳細

条文ごとの検証結果はＨＰで

公開しています。ＱＲコード

からご覧ください。
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委員会報告

　最終処分場の候補地選定は、令和１３年度稼
働を目標に、住民の理解を得ながら進める必要
がある。
　また、市クリーンセンターでは屋外作業が多
く、作業の安全確保や負担軽減など、労働環境
の改善が課題である。さらに、製品プラスチッ
クの分別をはじめとしたごみ分別の一層の定着
に向け、市民への周知・啓発の強化が求められる。

　地域活力の回復と持続的な観光振興を実現す
るためには、震災や人口減少などの影響により
低下している栗駒山観光の交流人口および地域
の賑わいをいかに再生するかが大きな課題であ
る。新たな交流拠点の整備を通じ、地域資源を
最大限に活かした施策の展開が必要である。

　市クリーンセンター、市衛生センターおよび
最終処分場は適切に管理され、安全に運営され
ている。
　ごみ分別は一定の成果が見られるものの、令
和７年７月開始の製品プラスチック分別は、十
分に定着していない状況である。

　民間事業者の優れた企画力、発想力、技術力
を最大限に活用するため、設計・施工・運営を
一体的に担うＤＢＯ方式を採用。公募型プロポ
ーザル方式により事業者を選定し、選定後は民
間事業者が包括的に管理運営を担う。

　安全管理と計画的な維持管理による施設の延
命化が図られることを期待する。
　最終処分場の整備については、丁寧な説明を
重ね、住民の理解と協力を得ながら慎重に進め
られることが望まれる。また、プラスチック分
別の必要性や市民協力の重要性を分かりやすく
伝える取り組みを求める。

　ＤＢＯ方式による管理運営は本市において初
の事例であり、事業者選定は、業務要求水準書
と事業者選定基準に基づき、公正で適正な審査
を徹底する必要がある。加えて、提案内容が事
業効果を最大限に発揮できるものか、また経営
面において持続可能かどうか、十分で厳格な審
査を求める。

本市の課題

本市の課題

本市の取り組み

本市の取り組み

委員会の視点

委員会の視点

委員会報告  ?

文教民生

産業建設

「計画的な維持管理で施設の延命化」

「栗駒山のにぎわい創出に向けて」

令和８年１月20日

令和８年１月27日



くりはら市議会だより　第９０号
令和８年４月１６日発行11

視察報告・意見交換会

　議会の活動が市民に十分伝わっておらず、市
民とのつながりが薄いことが課題である。議員
同士の討議も少なく、新たな政策を生み出す力
の強化が求められる。また、ハラスメントを防
止するルールづくりも、他自治体に遅れること
のないよう早急に進める必要がある。

　農業の現場においても高齢化と担い手不足が課題であり、農業所得の低さが担い手育成・確保を困難
にしている一因であることが共有された。
　また、中山間地は区画が小さく水利条件の悪い農地が多く、担い手が借り受けにくい現状に対し、基
盤整備には長い時間がかかること、結果、遊休農地となってしまうと獣害拡大の要因ともなってしまう
などの意見が交わされた。
　遊休農地について、農業委員会がおこなっている解消に向けた取り組みも紹介され、栗原市の基幹産
業「農業」の今後を守っていくために、有意義な意見交換となった。

一関市　議会基本条例に基づき議員間討議を制
度化し、議員同士で意見を出し合いながら市民
の声を市政に生かす取り組みが行われていた。
登米市　議員間討議や市民参加の固定化などの
課題を認識し、制度や運用の見直しを進めてい
たほか、ハラスメント防止のルールづくりにも
計画的に取り組んでいた。

　制度の実効性を検証し、政策形成機能の向上
とハラスメント防止の仕組みづくりを進める必
要があると認識した。当市議会においても、議
員間討議の充実と市民の声を反映する仕組みづ
くりを進め、より市民に信頼される議会を目指
していく。

　今回の意見交換を通じて、農業所得の向上な
ど持続可能な農業環境の整備は、栗原市の生活
基盤を守り発展させることと一体の課題と受け
止めた。
　今後の調査・提言につなげ、引き続き栗原の
農業の持続的発展に向け取り組んでいく。

本市の課題

概　要

研修内容

委員会の視点

委員会の視点

議会運営

意見交換

「市民に信頼される議会を目指して」

「持続可能な農業に」

令和7年12月23日

令和８年１月13日

◦岩手県一関市議会、宮城県登米市議会

◦申込団体　農業委員会
◦出 席 者　産業建設常任委員会
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一 般 質 問（代表・個人）

人の視点会派と5
　一般質問とは、議員が市の行政全般にわたって、市長や教育長などに対し、
現状や将来の方針・政策提言・行政課題などを直接質すものです。２月定例議
会では、５会派の代表と１３人の議員が登壇し、論戦を繰り広げました。その
中から、一部抜粋して掲載します。

会
派
代
表
質
問

re：born
阿
あ

部
べ

　貞
さだ

光
みつ

①安定した農業経営　②少子化に歯止めを　③インフラ長寿
命化計画でコスト縮減　④クマ・イノシシから市民生活を守
れ　⑤学校安全の推進とこども基本法

…13
ページ

Next くりはら
高
たか

橋
はし

　　渉
わたる ①栗原市の将来の展望は …13

政策フォーラム
相
そう

馬
ま

　勝
かつ

義
よし

①中学校の部活動地域展開の進捗状況
②市道栗原中央線の延伸計画
③くりこま高原駅前開発

…14

新風の声
長
は

谷
せ

川
がわ

　敬
けい

①総合支所の将来像と行政サービスの持続性
②中小企業支援を通じた産業育成
③プロ野球楽天の２軍誘致

…14

日本共産党栗原市議団
菅
すが

原
わら

　勇
ゆう

喜
き

①公文書偽造発覚と対応　②不登校対応のさらなる充実を　
③栗原市立病院の再編と将来　④木造住宅耐震改修補助の拡
充を　⑤「国民健康保険料逃れ」と栗原市国保特別会計　
⑥河川敷の刈り払い後の管理　⑦上下水道未普及世帯への供
給　⑧宿泊税導入と対応

…15

個
人
質
問

曽
そ

根
ね

　優
ゆう

輝
き ①放課後児童クラブ　②これまでの一般質問の検討状況は

③クマやイノシシ等の鳥獣被害対策における現状と今後の方
向性

…15

三
み

浦
うら

　孝
たか

志
し ①（仮称）栗原東大橋道路整備事業

②栗原市の空き家対策
③市所有の温泉宿泊施設等の施設整備の改修修繕計画

…16

佐
さ

藤
とう

　千
ち

昭
あき ①国道4号築館バイパスの延伸と周辺道等の整備

②空気が乾燥する、市の火災予防を聞く
③森林環境税、森林環境譲与税

…16

菅
すが

原
わら

　直
なお

人
と

①第3次総合計画の策定方針 …17

髙
たか

橋
はし

　　将
すすむ ①米価高騰を受けた水稲農業と税制の整合性　②熊の出没状
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使ってみよう!!

《 簡 単 な 使 い 方 》

議会のＨＰ

カメラアプリを
起動します。

QRコードにかざします。

表示されたURLをタップ
します。

１START!!

２

３

QR 意外と簡単

コ ー ド

https://○○○

読み取った
情報が表示
されます。
４

※URLが表示されない場合はQR
コード読取機能（アプリ）を追加
する必要があります。

※今回ご紹介した
　方法は一例です。

GOAL!!

　議会改革の取り組みの一環
として「議会だより」でも一
般質問の録画配信へつながる
QRコードを活用しています。
「どうやって視聴したらよい
か分からなかった」などの声
もいただいています。使い方
を簡単に紹介しますので、ぜ
ひ、「議会だより」をきっか
けにQRコードを活用してみ
てください！
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い
。
既
存
の
施
設
を
活
用
し
て

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け

入
れ
る
新
た
な
教
育
機
関
の
設

置
を
望
む
が
ど
う
か
。

Ａ　
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
べ
る
「
学
び
の
多

様
化
学
校
」
を
現
在
の
花
山
小

学
校
に
設
置
す
る
方
向
で
あ
る
。

　
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を

推
進
す
る
。

Ｑ　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
住

宅
団
地
の
開
発
と
販
売
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
成

長
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
く
り

こ
ま
高
原
駅
前
の
開
発
事
業
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
進

捗
状
況
は
。

Ａ　
平
成
26
年
度
よ
り
若
者
定

住
対
策
を
目
的
に
「
住
ま
い
る

栗
原
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
タ
ウ
ン
事

業
」
と
し
て
分
譲
地
を
整
備
し

て
い
る
。
く
り
こ
ま
高
原
駅
前

開
発
は
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
当
該
地
区
を
３
区

画
に
分
け
て
整
備
す
る
。
民
間

事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
整

備
手
法
の
検
討
を
し
て
い
る
。

高
たか

橋
はし

　 渉
わたる

 議員

Ｑ　
市
立
病
院
の
赤
字
経
営
か

ら
の
脱
却
と
再
編
が
急
務
で
あ

る
。
市
立
3
病
院
を
一
極
に
集

中
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
病
院
の
再
編
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
度
か
ら
段
階
的
に
お

こ
な
っ
て
い
た
が
改
善
の
効
果

は
大
き
く
な
い
。
市
立
病
院
全

体
が
存
続
で
き
な
い
危
機
的
な

状
況
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、
栗
原
中
央
病
院
へ
の
統

合
は
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
令
和
９
年
度
の
統
合
を
目
指

し
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
作
成
す
る
。
市
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の

構
築
に
向
け
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
取
り
組
む
。

Ｑ　
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
教

育
機
関
の
再
編
が
避
け
ら
れ
な

Ｑ　
食
料
シ
ス
テ
ム
法
で
作
成

さ
れ
る
コ
ス
ト
指
標
は
農
家
の

再
生
産
や
持
続
的
経
営
を
可
能

と
す
る
水
準
だ
が
、
情
報
が
不

足
し
、
適
切
な
指
標
と
な
る
か

懸
念
が
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

Ａ　
収
量
や
販
売
価
格
だ
け
で

な
く
肥
料
・
燃
料
・
資
材
費
の

上
昇
や
人
件
費
・
機
械
の
更
新

費
ま
で
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

Ｑ　
農
地
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

遊
休
農
地
の
解
消
、
農
家
負
担

ゼ
ロ
の
農
地
整
備
事
業
に
取
り

組
み
意
欲
の
あ
る
農
業
者
に
貸

し
出
す
考
え
は
。

Ａ　
す
べ
て
の
農
地
を
農
地
中

間
管
理
機
構
と
15
年
以
上
賃
貸

借
す
る
こ
と
な
ど
、
国
が
定
め

る
７
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
こ
と
が
必
要
で
、
導
入
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
県
内
４
市
町

で
実
施
し
て
お
り
動
向
を
注
視

し
周
知
し
て
い
く
。

Ｑ　
令
和
７
年
10
月
か
ら
第
２

子
以
降
の
保
育
料
の
同
時
入
所

要
件
を
撤
廃
し
無
料
と
し
た
が
、

今
年
度
と
令
和
８
年
度
の
徴
収

見
込
み
額
は
。

Ａ　
令
和
７
年
度
の
保
育
料
収

入
は
５
４
６
０
万
円
、
令
和
８

年
度
保
育
料
収
入
は
４
７
０
０

万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　
国
で
給
食
費
負
担
軽
減
交

付
金
が
創
設
さ
れ
、
小
学
校
分

約
１
億
２
千
万
が
交
付
さ
れ
る
。

こ
れ
を
活
用
し
１
人
目
か
ら
保

育
料
を
無
償
に
す
る
考
え
は
。

Ａ　
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け

る
に
は
保
育
料
の
全
面
無
償
化

や
公
約
の
入
学
祝
金
の
政
策
は

実
施
し
た
い
。

Ｑ　
前
回
、
一
迫
へ
カ
メ
ラ
ト

ラ
ッ
プ
を
設
置
し
、
ク
マ
の
調

査
を
と
の
質
問
に
、
県
と
調
整

を
図
る
と
し
て
い
た
が
現
状
は
。

Ａ　
令
和
８
年
度
以
降
に
検
討

す
る
と
の
回
答
だ
が
、
早
期
実

施
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

阿
あ

部
べ

　貞
さだ

光
みつ

 議員

代　 表　 質　 問

市
の
将
来
展
望
の
課
題
を
問
う

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む

安定した農業経営になるか
必要経費すべてが反映されるべき

代表
質問 re:born

代表
質問 Next くりはら

再編に向かう３病院

栗原の基幹産業
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Ｑ　
市
道
栗
原
中
央
線
の
延
伸

計
画
の
進
捗
状
況
と
課
題
は
。

Ａ　
当
該
路
線
は
、
志
波
姫
パ

ー
キ
ン
グ
へ
接
続
す
る
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置

と
併
せ
た
道
路
整
備
構
想
で
あ

り
、
平
成
28
年
度
に
は
国
道
３

Ｑ　
市
内
の
税
務
署
や
法
務
局
、

警
察
や
合
同
庁
舎
が
次
々
と
統

合
・
集
約
さ
れ
て
い
る
。
合
併

後
、
旧
10
町
村
に
総
合
支
所
を

設
置
し
て
い
る
が
、
今
後
ど
う

な
る
か
。

Ａ　
職
員
数
の
減
少
や
組
織
全

体
の
ス
リ
ム
化
は
避
け
ら
れ
な

い
。
５
年
か
ら
10
年
後
を
目
標

に
総
合
支
所
業
務
の
ブ
ロ
ッ
ク

化
に
よ
る
集
約
や
、
支
所
・
出

張
所
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

組
織
の
改
編
を
実
施
し
て
い
く
。

企
業
支
援
を

通
じ
た
産
業
育
成

９
８
号
ま
で
概
略
設
計
業
務
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
延
伸
計
画

は
、
周
辺
道
路
の
整
備
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
、
現
時
点
で

は
実
施
が
難
し
い
。

く

り

こ

ま

高
原
駅
前
開
発

Ｑ　
駅
前
開
発
に
つ
い
て
東
北

職
業
能
力
開
発
大
学
校
と
の
意

見
交
換
の
状
況
は
。

Ａ　
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
策
定
を
進
め
て
お
り
、

段
階
的
に
整
備
す
る
こ
と
や
、

民
間
事
業
者
に
も
協
力
を
い
た

だ
き
、
官
民
が
連
携
し
た
整
備

手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
大
学
校
と
の
意
見
交
換
の
状

況
は
、
移
転
や
再
編
な
ど
具
体

的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い

が
、
学
校
関
係
者
、
所
管
す
る

宮
城
労
働
局
と
の
懇
談
の
際
に
、

移
転
に
関
し
て
働
き
か
け
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

中
学
校
の
部
活
動

地

域

展

開

Ｑ　
国
や
県
に
お
い
て
は
部
活

動
地
域
展
開
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
栗
原
市
の
状
況
は
。

Ａ　
中
学
校
の
部
活
動
地
域
展

開
に
お
い
て
国
で
は
令
和
13
年

度
、
県
で
は
令
和
10
年
度
ま
で

に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
市
内
の
状
況
は
、
志
波
姫
、

若
柳
な
ど
一
部
、
地
域
活
動
部

と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
指
導
者
の
育
成
・
確
保

を
図
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

Ｑ　
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業

者
の
生
の
声
を
ど
の
よ
う
な
手

法
で
、
ど
の
程
度
の
頻
度
で
把

握
し
て
い
く
考
え
か
。
ま
た
、

継
続
的
に
現
場
の
実
態
を
把
握

で
き
る
体
制
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
、
市

の
考
え
は
。

Ａ　
会
議
や
意
見
交
換
の
場
を

継
続
的
か
つ
定
期
的
に
実
施
す

る
と
共
に
、
関
係
団
体
と
の
連

携
を
一
層
強
化
す
る
事
に
よ
り

各
種
中
小
企
業
支
援
策
に
反
映

す
る
。

プ

ロ

野

球

楽
天
２
軍
誘
致

Ｑ　
楽
天
が
現
在
仙
台
市
に
あ

る
２
軍
施
設
移
転
を
検
討
し
て

お
り
球
団
に
条
件
を
聞
い
て
き

た
。
１
軍
球
場
か
ら
車
で
１
時

間
。
敷
地
面
積
８
万
㎡
以
上
に

球
場
２
面
、
屋
内
練
習
場
に
選

手
寮
な
ど
決
し
て
簡
単
で
は
な

い
が
既
に
22
自
治
体
が
関
心
を

示
し
て
い
る
と
の
事
だ
っ
た
。

栗
原
市
で
も
手
を
挙
げ
る
考
え

は
な
い
か
。

Ａ　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

や
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
多
く

の
可
能
性
が
あ
る
が
、
将
来
に

渡
り
多
額
の
財
政
負
担
が
見
込

ま
れ
る
事
か
ら
考
え
て
い
な
い
。

相
そう

馬
ま

　勝
かつよし

義 議員

長
は

谷
せ

川
がわ

　敬
けい

 議員

総合支所の将来像
組織の改編を実施していく

市
道
栗
原
中
央
線
の
延
伸
計
画

周
辺
道
路
整
備
状
況
に
起
因

代　 表　 質　 問
代表
質問

代表
質問

政策フォーラム

新風の声

総合支所の集約はどうなる

高原駅周辺の道路



くりはら市議会だより　第９０号
令和８年４月１６日発行15

Ｑ　
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
対

す
る
考
え
方
や
、
方
向
性
は
。

Ａ　
児
童
の
意
思
を
尊
重
し
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
遊
び
や
集

団
生
活
を
通
じ
て
、
児
童
の
社

会
性
、
自
主
性
を
育
む
こ
と
を

推
奨
し
て
い
る
。

Ｑ　
栗
原
市
立
病
院
あ
り
方
検

討
委
員
会
か
ら
は
、「
栗
原
中

央
病
院
に
統
合
さ
れ
る
場
合
は
、

２
病
院
の
施
設
活
用
に
つ
い
て

も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

Ａ　
公
設
民
営
や
譲
渡
な
ど
、

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
実
施

し
た
他
の
自
治
体
病
院
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
幅
広
く
検
討
を

進
め
て
い
く
。

Ｑ　
令
和
６
年
度
約
16
億
円
の

純
損
失
と
な
り
、
累
積
欠
損
金

Ｑ　
現
在
ど
の
よ
う
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
読
書
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、

卓
球
な
ど
の
屋
内
活
動
、
園
庭

あ
る
い
は
隣
接
す
る
小
学
校
の

校
庭
を
利
用
し
て
の
屋
外
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
利
用
者
の
声
を
聞
く
事
は

非
常
に
大
切
だ
と
思
う
。
委
託

先
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
、
相

談
し
て
い
き
た
い
。

は
約
１
１
４
億
円
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
病
床
再
編
に
よ
り
ど

れ
だ
け
の
経
営
改
善
が
見
込
め

る
の
か
。

Ａ　
令
和
７
年
10
月
以
降
の
６

カ
月
間
で
１
億
４
５
９
万
２
千

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
令
和
７

年
度
の
純
損
失
額
は
約
14
億
７

９
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　
１
日
１
床
当
た
り
の
診
療

報
酬
額
、
若
柳
病
院
、
栗
原
中

央
病
院
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。

Ａ　
若
柳
病
院
稼
働
時
３
万
６

０
６
２
円
、
栗
原
中
央
病
院
稼

働
後
は
４
万
８
６
１
３
円
で
あ

る
。木

造
住
宅
耐
震
改
修

補
助
の
拡
大
を

Ｑ　
宮
城
県
は
、
新
耐
震
基
準

で
昭
和
56
年
か
ら
平
成
12
年
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震

改
修
に
対
し
最
終
工
事
費
の
８

割
（
最
大
１
１
５
万
円
）
を
令

和
８
年
度
か
ら
補
助
す
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
。
現
在
、
栗

原
市
の
補
助
金
は
上
限
１
０
０

万
円
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

Ａ　
令
和
８
年
度
か
ら
上
限
１

１
５
万
円
に
増
額
す
る
。

誘
引
木
の
伐
採

Ｑ　
伐
採
に
よ
り
こ
れ
ま
で
ク

マ
の
出
没
が
少
な
か
っ
た
地
域

に
も
影
響
が
及
ぶ
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
不
安
の
声
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

Ａ　
ク
マ
の
出
没
防
止
の
た
め
、

住
宅
地
周
辺
を
ク
マ
に
と
っ
て

魅
力
の
な
い
環
境
に
す
る
取
り

組
み
と
し
て
柿
の
木
の
伐
採
を

実
施
し
て
い
る
。
ク
マ
は
餌
の

あ
る
場
所
を
学
習
す
る
と
繰
り

返
し
出
没
す
る
可
能
性
が
高
く
、

人
身
被
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
市
民
か
ら
の
不
安
の
声
も
承

知
し
て
い
る
が
、
専
門
家
に
よ

る
研
修
で
は
、
誘
引
木
の
伐
採

は
ク
マ
を
引
き
寄
せ
る
原
因
を

減
ら
し
、
出
没
や
定
着
の
リ
ス

ク
を
抑
制
す
る
う
え
で
高
い
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
伐
採
後
に
果
樹
を
植
え
て

も
良
い
の
か
。

Ａ　
想
定
し
て
い
な
い
。

曽
そ

根
ね

　優
ゆう

輝
き

 議員

菅
すが

原
わら

　勇
ゆう

喜
き

 議員

栗原市立病院の再編と将来
若柳・栗駒病院は民間譲渡も視野に

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
活
動
把
握
は

打
ち
合
わ
せ
や
巡
回
で
把
握
し
て
い
る

代 表 質 問  ・  個 人 質 問

代表
質問 日本共産党栗原市議団

来年３月　民間病院へ譲渡を検討

楽しい放課後児童クラブ
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価
格
や
人
件
費
の
高
騰
を
踏
ま

え
事
業
費
を
見
直
し
、
全
体
事

業
費
62
億
円
で
令
和
９
年
10
月

の
開
通
に
向
け
て
事
業
を
進
め

て
い
る
。

Ｑ　
今
後
の
企
業
誘
致
は
。

Ａ　
魅
力
あ
る
立
地
環
境
を
Ｐ

Ｒ
し
な
が
ら
積
極
的
な
企
業
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

空
き
家
対
策
の

取
り
組
み
は

Ｑ　
空
き
家
の
件
数
の
推
移
と

現
状
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

Ａ　
空
き
家
が
増
加
傾
向
に
あ

る
中
、
所
有
者
に
対
し
利
活
用

の
方
法
や
適
切
な
管
理
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
、
危
険
な
空
き

家
な
ど
の
解
体
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
事
業
な
ど
空
き
家
の

減
少
に
向
け
た
取
り
組
み
に
よ

り
１
６
０
０
件
程
度
と
な
っ
て

い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

温
泉
宿
泊
施
設
な
ど

の
老
朽
化
対
策

Ｑ　
温
泉
宿
泊
施
設
の
改
修
、

修
繕
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

Ａ　
指
定
管
理
者
に
よ
る
日
々

の
点
検
や
、
法
令
の
基
づ
く
定

期
点
検
な
ど
を
通
じ
施
設
全
体

の
機
能
保
持
お
よ
び
不
具
合
箇

所
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　
点
検
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
不

具
合
箇
所
は
、
利
用
者
の
皆
様

に
ご
不
便
を
か
け
る
こ
と
な
く

施
設
の
営
業
に
極
力
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
速
や
か

に
修
繕
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
事
業
の
進
捗
状
況
は
。
ま

た
、
現
在
の
計
画
事
業
費
の
ま

ま
で
大
丈
夫
か
。

Ａ　
令
和
２
年
度
か
ら
工
事
に

本
格
着
手
し
、
こ
れ
ま
で
橋
脚
、

橋
台
、
橋
梁
上
部
工
が
完
成
し

て
い
る
。
令
和
６
年
度
に
資
材

Ｑ　
国
道
４
号
築
館
バ
イ
パ
ス

の
整
備
計
画
は
。

Ａ　
市
道
栗
原
中
央
線
交
差
点

か
ら
終
点
、
築
館
城じ

ょ
う
の
生
野
地
内

ま
で
の
整
備
区
間
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
度
で
、
橋
梁
詳
細
設

計
、
用
地
調
査
お
よ
び
用
地
買

収
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
令
和
８

年
度
か
ら
は
、
本
線
盛
土
工
事

や
橋
梁
建
設
の
た
め
の
仮
設
道

路
工
事
に
着
手
す
る
と
国
土
交

通
省
か
ら
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　
こ
の
路
線
の
本
格
通
行
は

４
車
線
化
と
聞
く
が
、
要
望
は
。

Ａ　
終
点
部
の
1.6
㌔
の
区
間
は
、

令
和
４
年
度
に
４
車
線
か
ら
２

車
線
に
計
画
変
更
し
て
事
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
国
道
４
号

築
館
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
や
、
国
道
４
号
拡
幅
改

良
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
な
ど

の
場
で
早
期
開
通
に
向
け
要
望

活
動
を
し
て
い
る
。

Ｑ　
国
の
補
正
予
算
や
当
初
予

算
な
ど
事
業
費
を
聞
き
た
い
。

Ａ　
今
年
の
分
で
、
国
の
補
正

予
算
で
約
３
億
円
、
当
初
予
算

で
４
億
９
千
万
円
ほ
ど
で
あ
る

た
め
、
合
わ
せ
て
約
７
億
円
の

事
業
費
と
な
る
。

Ｑ　
（
仮
称
）
栗
原
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
と
完
成
予
定
を
聞
き
た
い
。

Ａ　
令
和
６
年
度
末
の
進
捗
率

は
約
38
％
で
立
体
交
差
の
接
続

工
事
や
市
道
の
付
け
替
え
工
事

な
ど
を
実
施
し
、
令
和
11
年
の

完
成
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　
市
道
栗
原
中
央
西
線
が
途

中
で
中
断
し
て
い
る
が
、
今
後

の
見
通
し
は
。

Ａ　
用
地
取
得
の
見
通
し
が
立

た
な
い
こ
と
か
ら
、
市
道
栗
原

中
央
西
線
と
市
道
秋
山
線
を
接

続
す
る
市
道
左こ

え
だ
て足
本も

と
き木
線
を
整

備
し
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め

現
在
、
概
略
設
計
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

三
み

浦
うら

　孝
たか

志
し

 議員

佐
さ

藤
とう

　千
ち

昭
あき

 議員

国道４号築館バイパス整備進捗は
盛土工事や橋梁建設の仮設道工事

栗
原
東
大
橋
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は

令
和
７
年
度
末
で
約
８
割
の
進
捗
率

個　 人　 質　 問

早期完成を望むバイパス

現在の（仮称）栗原東大橋
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Ｑ　
米
価
上
昇
に
伴
う
税
額
増

加
の
見
込
み
と
、
設
備
投
資
が

困
難
で
所
得
税
が
高
額
に
な
る

農
業
者
に
対
す
る
支
援
は
。

Ａ　
令
和
８
年
度
の
個
人
市
民

税
で
約
１
億
４
千
万
円
の
増
加

を
見
込
ん
で
い
る
。
農
業
者
へ

Ｑ　
第
三
次
総
合
計
画
は
今
後

10
年
間
の
栗
原
市
の
方
向
性
を

示
す
重
要
な
計
画
で
あ
る
。
市

民
に
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ
、

ま
ち
づ
く
り
の
道
し
る
べ
と
な

る
計
画
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
総
合
計
画
の
策
定
に
は
、

首
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
る
。
今
回
、
基
本
理

念
で
あ
る
「
市
民
が
創
る
く
ら

し
た
い
栗
原
」
は
継
承
す
る
考

え
で
あ
る
。

　
財
政
面
だ
け
を
気
に
せ
ず
、

市
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
事
業

を
盛
り
込
み
、
市
民
も
「
自
分

の
支
援
は
関
係
機
関
と
連
携
し

「
農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金

制
度
」
の
周
知
に
努
め
る
。

Ｑ　
同
制
度
は
積
立
原
資
が
い

わ
ゆ
る
転
作
交
付
金
な
ど
に
限

定
さ
れ
、
課
税
所
得
を
減
ら
せ

な
い
農
家
も
多
い
。
水
稲
農
業

所
得
を
平
均
課
税
制
度
の
対
象

と
す
る
な
ど
、
国
へ
税
制
改
正

を
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
平
均
課
税
制
度
へ
の
追
加

は
国
の
動
向
な
ど
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
税
制
改
正
に

つ
い
て
は
市
長
会
で
の
議
論
に

加
え
、
機
会
を
捉
え
国
や
与
党

へ
要
望
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

都
市
部
進
学
に

伴

う

負

担

Ｑ　
地
方
出
身
学
生
は
生
活
費

な
ど
経
済
的
負
担
が
大
き
く
、

奨
学
金
と
い
う
借
金
を
背
負
う

こ
と
が
多
い
。
人
的
投
資
政
策

と
し
て
、
都
市
部
に
廉
価
な
学

生
用
住
宅
を
確
保
す
る
考
え
は
。

Ａ　
就
学
が
困
難
な
学
生
に
は

奨
学
金
制
度
に
よ
り
支
援
す
る

考
え
で
あ
り
、
人
的
投
資
政
策

と
し
て
位
置
づ
け
た
住
宅
面
で

の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
た

だ
、
奨
学
金
制
度
を
人
的
投
資

政
策
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
直

し
て
み
た
い
。

Ｑ　
住
宅
確
保
に
伴
う
初
期
費

用
の
軽
減
策
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
会
な
ど
を
通
じ
空
き
物
件
の

提
供
な
ど
を
民
間
に
提
案
し
、

活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
同
会
に
は
企
業
の
役
員
な

ど
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
機

会
を
捉
え
て
提
案
し
て
い
く
。

た
ち
も
で
き
る
」
と
思
え
る
よ

う
な
計
画
に
し
た
い
。

公
民
館
整
備

の

考

え

方

Ｑ　
瀬
峰
公
民
館
整
備
に
あ
た

り
、
公
民
館
と
い
う
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
地
域
活
動
や
交
流
の

拠
点
と
し
て
整
備
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
集
落
支
援
員
事
業
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
、
地
域
を
盛
り
上

げ
る
施
設
と
す
る
こ
と
も
一
つ

の
考
え
方
で
あ
る
。
瀬
峰
は
イ

ベ
ン
ト
も
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、

地
域
に
合
っ
た
建
物
を
検
討
し

た
い
。

子
ど
も
体
験

チ
ケ
ッ
ト
検
討
を

Ｑ　
経
済
状
況
に
よ
り
体
験
費

用
を
払
え
な
い
家
庭
も
あ
る
。

子
ど
も
が
年
間
に
複
数
の
体
験

活
動
に
参
加
で
き
る
「
子
ど
も

体
験
チ
ケ
ッ
ト
」
の
よ
う
な
仕

組
み
を
検
討
で
き
な
い
か
。

Ａ　
体
験
活
動
を
無
料
に
す
る

方
法
や
、
市
が
事
業
費
を
補
助

す
る
方
法
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

支
援
の
例
と
し
て
、
現
在
実
施

し
て
い
る
物
価
高
騰
対
策
の
１

万
円
商
品
券
で
は
子
ど
も
も
対

象
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

髙
たか

橋
はし

　 将
すすむ

 議員

菅
すが

原
わら

　直
なお

人
と

 議員

市民の道しるべとなる総合計画を
財政だけにとらわれぬ計画に

米
価
高
騰
と
農
業
者
の
税
負
担
軽
減
は

制
度
周
知
と
国
や
与
党
へ
の
税
制
要
望

個　 人　 質　 問

この風景を未来へつなぐ

米価高騰の影響を受ける水田地域
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門
的
な
知
見
、
技
能
を
も
っ
て

防
災
・
減
災
活
動
を
行
う
有
資

格
者
。
市
内
で
は
、
令
和
８
年

１
月
末
現
在
１
２
５
人
が
登

録
。
市
で
は
、
平
成
21
年
４
月

に
県
が
県
民
、
事
業
者
お
よ
び

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
震
災

対
策
を
推
進
す
る
た
め
設
置
し

た
「
震
災
対
策
推
進
条
例
」
に

基
づ
き
、
防
災
士
と
同
様
の
資

格
で
あ
る
「
宮
城
県
防
災
指
導

員
」
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
防
災
指
導
員
は
、
市
内
で

令
和
８
年
１
月
末
現
在
８
０
６

人
が
認
定
。
市
で
は
、
養
成
講

習
に
と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
講
習
に
よ
り
意
識
の
定

着
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
な

ど
、
今
後
も
防
災
指
導
員
の
養

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
個
別
の
医
療
機
関
で
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
際
に
、
市

の
メ
ニ
ュ
ー
と
同
等
の
費
用
を

助
成
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
市
は
30
歳
か
ら
39
歳
ま
で

の
市
民
と
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
幅

広
い
年
齢
を
対
象
に
、
法
律
に

基
づ
く
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
を
兼
ね
て
人
間
ド
ッ

ク
を
実
施
。
令
和
７
年
度
は
８

７
１
人
が
受
診
。
個
別
の
医
療

機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に

対
す
る
助
成
は
、
対
象
と
す
る

医
療
機
関
の
範
囲
や
助
成
の
割

合
を
は
じ
め
、
市
へ
の
健
診
結

果
な
ど
の
デ
ー
タ
提
供
や
特
定

保
健
指
導
の
方
法
な
ど
を
十
分

に
検
討
し
、
今
後
の
実
施
の
可

能
性
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

を
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　
地
域
に
と
っ
て
歴
史
の
あ

る
場
所
で
あ
る
の
で
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
活
か
す
考
え
は

あ
る
の
か
。
例
え
ば
地
域
の
歴

史
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
学
び
の
一

部
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

Ａ　
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

広
く
市
民
に
向
け
て
発
信
し
、

地
域
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
こ

と
に
つ
な
げ
た
い
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
関
し
て
は
、
学
習
コ
ン
テ

ン
ツ
を
作
る
の
に
、
時
間
や
専

門
的
な
知
見
を
要
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
教
材
へ
の
活
用

は
難
し
い
。

Ｑ　
休
日
当
番
医
の
あ
り
方
、

栗
原
中
央
病
院
の
役
割
、
救
急

車
を
呼
ぶ
場
合
の
注
意
点
な
ど

は
。

Ａ　
休
日
当
番
医
は
市
の
医
師

会
に
委
託
し
て
い
る
。
休
日
に

よ
っ
て
は
対
応
で
き
な
い
診
療

科
な
ど
を
理
由
に
、
別
の
医
療

機
関
を
案
内
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
中
央
病
院
は
24
時
間
体
制
で

あ
り
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る

患
者
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
救
急
車
の
場
合
、
呼
ぶ
か
迷

う
と
き
は
＃
７
１
１
９
な
ど
を

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能

で
、
緊
急
性
が
高
い
と
き
は
た

め
ら
わ
ず
に
１
１
９
番
へ
通
報

し
て
も
ら
い
た
い
。

三
み

浦
うら

　善
よし

浩
ひろ

 議員

菅
すが

原
わら

　麻
ま

紀
き

 議員

Ｑ　
昨
年
４
月
の
市
議
会
議
員

選
挙
か
ら
、
も
う
す
ぐ
１
年
が

経
過
す
る
。
改
め
て
、
私
が
選

挙
の
公
約
に
掲
げ
た
中
か
ら
、

次
の
点
を
問
う
。
防
災
士
の
資

格
取
得
へ
助
成
を
し
て
は
ど
う

か
。

Ａ　
防
災
士
は
、
災
害
時
に
専

Ｑ　
旧
高
清
水
中
学
校
跡
地
の

文
化
財
調
査
は
、
い
つ
行
わ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
調
査
結
果
は

地
域
の
み
な
さ
ん
と
共
有
さ
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ　
発
掘
調
査
は
令
和
７
年
８

月
18
日
か
ら
令
和
８
年
１
月
９

日
に
か
け
て
宮
城
県
教
育
庁
文

化
財
課
の
協
力
を
得
て
実
施
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
当
時
の

高
清
水
城
の
姿
を
知
る
貴
重
な

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
後
、
調
査
成
果
報
告
会
を

開
催
し
、
情
報
を
地
域
で
共
有

発掘成果の地域共有を
調査成果報告会を開催予定

選
挙
公
約
を
問
う

検
討
し
た
上
で
、
判
断
し
た
い

個　 人　 質　 問

大切な文化財

防災士のパンフレット
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告
書
を
基
に
委
託
業
者
へ
契
約

額
５
５
０
万
円
を
支
払
っ
た
。

そ
の
経
緯
は
。

Ａ　
令
和
６
年
10
月
、
市
道
改

良
工
事
を
進
め
る
た
め
、
地
権

者
と
の
協
議
を
お
こ
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
既
に
市
に
売
却

済
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　
そ
の
後
、
関
係
す
る
証
拠
書

類
な
ど
を
確
認
し
た
結
果
、
売

買
契
約
し
た
土
地
の
分
筆
や
所

有
権
の
移
転
登
記
が
完
了
し
て

お
ら
ず
、
未
登
記
と
判
明
し
た
。

Ｑ　
完
了
検
査
ま
で
と
委
託
業

者
へ
の
契
約
額
の
支
払
い
手
順

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
今
回
の
未
登
記
解
消
の
委

託
業
務
は
、
検
査
室
で
の
専
門

的
な
部
署
で
の
検
査
で
は
な
く
、

担
当
の
課
長
が
検
査
員
と
す
る

規
定
に
な
っ
て
い
る
。「
合
格
」

と
の
事
実
と
異
な
る
虚
偽
の
公

文
書
の
作
成
に
よ
り
契
約
額
が

支
払
わ
れ
た
。

Ｑ　
市
は
、
不
適
切
な
事
務
処

理
の
再
発
防
止
に
向
け
た
具
体

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
、
法
令
順
守
な

ど
の
研
修
会
の
実
施
と
と
も
に

「
相
談
で
き
る
職
場
環
境
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
職
場
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
な
ど
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
る
。
ま
た
、
検
査
専
門

の
担
当
者
に
よ
る
検
査
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　
市
長
は
、
自
ら
の
責
任
を

ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
道
義
的
責
任
を
感
じ
て
お

り
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
の
再

発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
。

　
発
信
内
容
を
充
実
さ
せ
る
。

挑
戦
を
生
む

組
織
運
営
を

Ｑ　
職
員
が
達
成
感
を
積
み
重

ね
ら
れ
る
環
境
を
ど
う
作
る
か
。

Ａ　
職
員
個
々
の
能
力
・
主
体

性
・
積
極
性
を
育
む
と
と
も
に

誰
も
が
働
き
や
す
い
活
気
あ
る

職
場
環
境
を
整
備
す
る
。

Ｑ　
職
員
が
一
人
で
業
務
を
抱

え
込
ま
な
い
た
め
に
は
、目
的・

進
捗
・
困
り
ご
と
を
共
有
す
る

時
間
を
意
図
的
に
設
け
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
打
合
せ
の
在
り
方
を
工
夫

し
、
短
時
間
で
効
果
的
に
情
報

共
有
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
。

Ｑ　
安
心
し
て
指
導
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
業
務
上
必

要
な
指
導
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

整
理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
受
け
止
め
方
の
変
化
を
踏

ま
え
、
管
理
職
に
対
し
最
新
の

情
報
を
共
有
し
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　
市
役
所
の
元
気
は
ま
ち
の

元
気
に
つ
な
が
る
。
笑
顔
あ
ふ

れ
る
職
場
づ
く
り
に
向
け
た
決

意
を
伺
う
。

Ａ　
原
点
を
忘
れ
ず
、
職
員
が

笑
顔
で
、
前
向
き
に
働
け
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

三
みつ

塚
づか

　 東
あずま

 議員

衡
ひら

田
た

　達
たつ

彦
ひこ

 議員

Ｑ　
市
の
メ
イ
ン
Ｐ
Ｒ
を
明
確

化
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の

Ｐ
Ｒ
の
効
果
や
ブ
ラ
ン
ド
力
を

最
大
化
で
き
る
の
で
は
。

Ａ　
統
一
感
の
あ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
「
市
の
魅
力
」
の
よ
り
強

い
印
象
付
け
に
不
可
欠
。
効
果

的
な
手
法
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
農
業
や
市
内
産
業
で
生
ま

れ
た
「
日
本
一
」
な
ど
の
成
果

を
、
市
全
体
の
価
値
と
し
て
Ｐ

Ｒ
資
源
に
位
置
付
け
る
べ
き
。

Ａ　
栗
原
の
価
値
を
具
体
的
に

示
す
重
要
な
Ｐ
Ｒ
資
源
で
あ
り
、

販
路
拡
大
・
関
係
人
口
増
加
・

Ｑ　
平
成
26
年
11
月
に
発
注
し

た
農
道
の
測
量
設
計
業
務
が
終

わ
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
完
了
と
の
虚
偽
の
検
査
報

告
書
を
作
成
し
、
関
係
す
る
職

員
で
申
し
合
わ
せ
て
不
適
切
な

処
理
を
隠
し
、
市
は
虚
偽
の
報

市のメインＰＲを明確に
「栗原」の知名度向上に不可欠

再
発
防
止
を
示
せ
不
適
切
な
事
務
処
理

検
査
専
門
員
に
よ
る
検
査
体
制
を
強
化

個　 人　 質　 問

市民からの信頼は職員一丸で

メインＰＲのイメージ
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拡
幅
で
き
な
か
っ
た
原
因
は
何

か
。
ま
た
、
市
道
栗
原
辻
前
線

整
備
事
業
の
今
後
は
。

Ａ　
国
道
４
号
か
ら
鶯
沢
地
区

の
国
道
４
５
７
号
ま
で
を
結
ぶ

約
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
創※

設
換

地
に
よ
る
道
路
用
地
の
確
保
に

つ
い
て
、
調
査
事
業
の
中
で
検

討
す
る
と
し
て
い
た
が
「
う
ま

く
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

事
」
が
原
因
と
考
え
る
。
ま
た
、

今
後
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
は
、

困
難
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
こ
の
事
業
で
整
備
予
定
で

あ
っ
た
、
県
道
栗
駒
岩
出
山
線

西
側
、
栗
駒
カ
ン
ト
リ
ー
北
側

か
ら
栗く

り

原ば
ら

ま
で
の
間
の
道
路
整

備
を
切
望
す
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
こ
の
道
路
は
、
国
道
４
号

に
タ
ッ
チ
し
な
く
て
も
、
１
つ

の
幹
線
農
道
と
い
う
事
で
、
整

備
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

Ｑ　
合
併
協
議
で
、
栗
原
市
に

持
ち
込
ま
れ
た
事
業
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
取
り
扱
い
は
。

Ａ　
合
併
時
の
持
ち
込
み
事
業

は
84
事
業
で
、
未
実
施
は
15
事

業
で
あ
り
、
社
会
情
勢
や
地
域

状
況
が
変
わ
っ
て
お
り
、
実
施

が
困
難
な
も
の
も
多
く
あ
る
。

　
第
３
次
総
合
計
画
で
廃
止
も

含
め
検
討
す
る
。

Ｑ　
持
ち
込
み
事
業
は
、
合
併

協
議
の
約
束
事
で
あ
る
。
廃
止

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
々
と

の
協
議
、
最
低
で
も
区
長
会
に

は
諮
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
第
３
次
総
合
計
画
の
策
定

と
併
せ
、
新
市
建
設
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い

く
。

括
ケ
ア
病
床
な
ど
で
収
容
で
き

る
と
、
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
救
急
搬
送
の
所
要
時
間
は
、

60
分
以
上
が
25
％
で
あ
る
。
時

間
短
縮
の
課
題
は
。

Ａ　
原
因
は
、
栗
駒
、
花
山
が

遠
隔
地
で
あ
る
こ
と
、
受
け
入

れ
病
院
と
の
調
整
が
多
い
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
日
勤
救
急
隊
で

の
対
応
な
ど
で
検
討
し
た
い
と

思
う
。

Ｑ　
仙
南
地
域
は
、
各
病
院
が

同
じ
傷
病
者
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド

上
で
閲
覧
で
き
、
交
渉
時
間
が

短
縮
で
き
て
い
る
。
栗
原
市
の

救
急
搬
送
の
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
の
検
討
は
今
後
進
め
て
い
く

考
え
か
。

Ａ　
状
況
を
見
て
、
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

小
中
学
生
へ
の

支

援

は

Ｑ　
修
学
旅
行
費
用
の
支
援
策

を
検
討
し
て
は
。

Ａ　
就
学
援
助
制
度
対
象
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
補
助
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援

強
化
は
。

Ａ　
こ
れ
以
上
の
支
援
の
強
化

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

高
たか

橋
はし

　勝
かつ

男
お

 議員

藤
ふじ

原
わら

　 峻
しゅん

 議員

Ｑ　
栗
原
市
誕
生
か
ら
20
年
、

合
併
協
議
に
お
い
て
新
市
建
設

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
、「（
仮

称
）
市
道
栗
原
辻
前
線
整
備
事

業
」
は
、
稲
屋
敷
・
袋
地
区
県

営
ほ
場
整
備
の
中
で
幹
線
道
路

の
拡
幅
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。

Ｑ　
70
歳
以
上
の
開
業
医
が
半

数
で
あ
り
、
地
域
医
療
を
支
え

る
上
で
、
市
立
病
院
の
役
割
は

さ
ら
に
重
要
に
な
る
。
救
急
体

制
の
強
化
、
病
床
の
統
廃
合
と

合
わ
せ
た
持
続
可
能
な
地
域
医

療
の
あ
り
方
と
し
て
市
立
病
院

の
役
割
は
。

Ａ　
大
変
重
要
な
問
題
と
認
識

し
、
外
来
機
能
も
考
慮
し
な
が

ら
、
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
栗
駒
病
院
45
床
削
減
分
は
、

栗
原
中
央
病
院
で
受
け
入
れ
で

き
る
の
か
。

Ａ　
栗
原
中
央
病
院
の
地
域
包

救急体制などの充実を求める
あり方について検討する

道
路
拡
幅
で
き
な
か
っ
た
原
因
は

う
ま
く
引
継
ぎ
が
で
き
な
か
っ
た

なにこれ創設換地とは → 土地改良事業などにおいて、元の土地がないにもかかわ
らず、新たに道路や水路などの公共施設用地を確保すること。

個　 人　 質　 問

稲屋敷・袋地区ほ場整備事業完了

栗原市立栗原中央病院
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い
じ
め
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
研
修
会
を
全
教

職
員
対
象
に
開
き
、
組
織
的
な

初
期
対
応
を
適
切
に
行
う
た
め

の
研
修
も
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ　
県
教
委
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

い
じ
め
て
い
る
児
童
に
は
出
席

停
止
な
ど
の
措
置
も
含
め
て
毅き

然ぜ
ん
と
し
た
指
導
が
必
要
で
あ
り
、

い
じ
め
を
受
け
て
い
る
児
童
は

学
校
が
徹
底
し
て
守
り
通
す
と

い
う
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
と

書
か
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
経
験
の
浅
い
教
員
に
は
難

し
い
こ
と
も
あ
る
が
、
昨
年
度

後
半
か
ら
組
織
と
し
て
の
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
ハ
イ
ル
ザ
ー
ム
栗
駒
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
株
式
会
社
ゆ

め
ぐ
り
が
３
年
間
の
指
定
管
理

料
１
億
３
８
０
０
万
円
で
運
営

す
る
よ
う
だ
が
、
民
間
事
業
者

へ
の
売
却
や
無
償
提
供
、
閉
鎖

な
ど
は
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
か
。

Ａ　
令
和
８
年
度
か
ら
の
指
定

管
理
期
間
で
運
営
と
施
設
の
状

況
を
見
据
え
な
が
ら
、
今
後
の

こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

小
お

野
の

　久
きゅういち

一 議員

じ
め
41
件
、
不
登
校
33
人
、
暴

力
行
為
１
３
８
件
で
ふ
ざ
け
合

い
や
、
さ
さ
い
な
ト
ラ
ブ
ル
で

あ
っ
て
も
丁
寧
に
子
ど
も
の
話

を
聞
き
取
り
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　
各
学
校
に
い
じ
め
対
策
の

専
門
教
員
は
配
置
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
す
べ
て
の
教
員
に

い
じ
め
対
策
の
講
習
会
は
１
年

に
ど
れ
程
開
か
れ
て
い
る
か
。

Ａ　
す
べ
て
の
学
校
で
は
な
い

が
児
童
生
徒
支※

援
加
配
と
い
う

形
で
複
数
校
に
配
置
し
て
い
る
。

の
中
で
、
新
庁
舎
を
建
設
す
る

た
め
の
用
地
を
確
保
し
て
は
ど

う
か
。

Ａ　
夢
の
あ
る
い
い
話
だ
が
、

財
政
的
に
庁
舎
建
設
は
非
常
に

難
し
い
。
駅
前
は
違
う
施
設
が

良
い
と
考
え
る
。

Ｑ　
総
合
支
所
の
再
編
に
あ
た 

り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生 

に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

Ａ　
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
と 

一
緒
に
事
業
を
展
開
す
る
形
に

変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
。
自
立

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り

上
げ
る
意
識
が
大
切
で
あ
る
。

Ｑ　
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

の
観
点
か
ら
、
本
庁
舎
で
も
納

税
証
明
書
を
発
行
で
き
る
よ
う

に
し
、
よ
り
便
利
な
方
法
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
本
庁
と
総
合
支
所
で
役
割

分
担
を
し
て
い
る
た
め
、
納
税

証
明
書
を
含
む
各
種
証
明
書
の

発
行
は
原
則
と
し
て
総
合
支
所

で
対
応
し
て
い
る
。
業
務
や
役

割
、
支
所
の
在
り
方
な
ど
を
考

え
、
課
題
と
し
て
受
け
止
め
る
。

Ｑ　
滞
納
が
な
い
旨
の
み
を
記 

載
す
る
証
明
に
変
更
で
き
な
い 

か
。

Ａ　
そ
の
他
証
明
と
い
う
形
で 

申
請
す
る
こ
と
で
税
額
の
記
載

を
省
略
し
て
交
付
し
て
い
る
。

髙
たか

橋
はし

　一
かず

久
ひさ

 議員

Ｑ　
本
庁
機
能
を
築
館
庁
舎
と

金
成
庁
舎
に
分
散
し
て
い
る
が
、

今
後
も
こ
の
体
制
を
継
続
し
て

い
く
考
え
か
。

Ａ　
既
存
の
庁
舎
を
改
修
し
な 

が
ら
現
体
制
を
維
持
す
る
。 

Ｑ　
総
合
支
所
の
体
制
を
、
窓

口
業
務
を
基
本
に
地
域
づ
く
り

支
援
へ
重
点
を
置
く
形
に
見
直

す
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ　
５
年
か
ら
10
年
後
を
目
標

に
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
よ
る
集
約
な

ど
組
織
改
編
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

Ｑ　
く
り
こ
ま
高
原
駅
前
開
発

Ｑ　
令
和
７
年
度
の
小
学
校
の

い
じ
め
認
知
件
数
、
不
登
校
児

童
数
、
暴
力
行
為
の
数
は
。
い

じ
め
だ
っ
た
の
に
、
担
任
が
子

ど
も
同
士
の
ふ
ざ
け
あ
い
と
勘

違
い
し
た
事
例
は
な
か
っ
た
か
。

Ａ　
令
和
８
年
１
月
末
現
在
い

駅前開発で本庁舎の用地を確保
夢のある話だが、難しい

い
じ
め
の
な
い
楽
し
く
通
え
る
学
校
に

組
織
的
な
初
期
対
応
を
適
切
に
行
う

なにこれ支援加配とは → 支援が必要な児童生徒に対し、通常学級の教員定数に加
えて、専門的な教員、補助員を配置する制度。

個　 人　 質　 問

県教委のいじめ対策マニュアル

本庁機能の一部を担う金成庁舎
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表紙の紹介表紙の紹介
●表紙タイトル
　夢　はばたけ　未来へ
●表紙の紹介
　迫桜高校では、令和７年度から学級減に伴い、人文国
際系列と自然科学系列を統合し、人文社会、アグリビジ
ネス、情報ビジネス、エンジニアリング、福祉教養の５
系列となりました。それぞれの系列で、特徴を生かした
専門的な授業や実習が行われています。

　
２
月
定
例
議
会
に
１
件
の
陳

情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
東
京
都
新
宿
区
に
お
い
て
顕

在
化
し
た
事
例
を
受
け
て
、
政

党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為

に
関
す
る
早
期
の
実
態
把
握
と

再
発
防
止
を
求
め
る
陳
情

　
米
国
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ

の
軍
事
攻
撃
な
ど
、
国
際
社
会

の
緊
張
が
高
ま
る
中
、
武
力
に

よ
る
威
嚇
や
行
使
は
多
く
の

人
々
の
生
命
と
生
活
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
市
議
会
は
「
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
」
の
理
念
を
踏

ま
え
、
国
連
憲
章
お
よ
び
国
際

法
を
尊
重
し
、
対
話
と
外
交
に

よ
る
平
和
的
解
決
を
強
く
求
め

る
。

　
な
お
、
こ
の
決
議
は
議
員
全

員
が
賛
成
し
ま
し
た
。

※
決
議
と
は

　
議
会
の
意
思
を
表
明
す
る
議

決
の
こ
と
。
意
見
書
と
は
違
い

法
的
根
拠
は
な
い
。

陳

情

議会傍聴者の声

　傍聴には時間があれば来て
いる。元教育者なので教育関
係の質問を聞きに来ている。
全体を見て市も議員も新しい
顔ぶれになって新鮮になった。

　いつもは、ネットで見ている
が、時間があったので来た。実
際に来てみると距離感が分か
り、いろいろと見えて良かった。

　以前、傍聴のルールを守らず退出
を命じられた方がいたことが印象的
で、ルールを守ることの大切さを感
じた。
　経験豊富な議員は市全体を見据え、
若い議員は身近な課題を中心に見て
いるように感じる。議員や執行部の
入念な準備も伝わってきた。

栗駒　高橋さん栗駒　高橋さん栗駒　高橋さん

栗駒
佐藤さんご夫婦
栗駒
佐藤さんご夫婦
栗駒
佐藤さんご夫婦

若柳　鎌田さん若柳　鎌田さん若柳　鎌田さん

若柳　小山さん若柳　小山さん若柳　小山さん

　生で議員の声を聞きたくてきて
いる。実際に聞くと生の声が心に
響いてくる。多くの方に傍聴に参
加してもらいたい。

　仕事がら地
域の悩みを聞
くことが多い
ので、議会の
生の声はとっ
ても勉強にな
る。

決議・市民の声・陳情・表紙の紹介

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
情
勢
を
含
む

国
際
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
の

平
和
的
解
決
を
求
め
る
（
要
約
し
て
掲
載
）

決　議

令和７年度 視察受け入れ実績（８件）

視察日 団　体　名 視　察　項　目

R7.7.7
秋田県
大仙市議会

移住定住促進の取り
組み

R7.10.8
群馬県
安中市議会

空き家対策

R7.10.28
静岡県
富士市議会

子育て支援

R7.10.29
熊本県
阿蘇市議会

移住希望者向けの相
談窓口や支援制度

R7.10.30
千葉県
野田市議会

移住定住施策

R7.11.14
神奈川県
綾瀬市議会

学校給食事業

R7.12.17
岩手県
山田町議会

移住定住に関する取
り組み

R8.1.30
福島県
会津美里町議会

議会のペーパーレス
会議



くりはら市議会だより　第９０号
令和８年４月１６日発行23

　
令
和
８
年
１
月
26
日
、
３
市

合
同
研
修
会
が
一
関
市
花
泉
町

に
あ
る
一
般
社
団
法
人　
虹
パ

ー
ク
が
運
営
す
る
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
「
虹
の
学
園
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
旧
一
関
市
立
花
泉
小
学
校
の

校
舎
を
活
用
し
、
校
舎
内
に
は

工
作
ス
ペ
ー
ス
や
、
け
ん
玉
教

室
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験

を
通
じ
て
生
き
る
力
を
育
む
仕

組
み
で
し
た
。

　
運
営
は
、
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
で
成
り
立
ち
、
学
校

と
の
連
携
も
し
っ
か
り
と
れ
て

い
ま
し
た
。

　
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
支
え

る
活
動
は
栗
原
市
で
も
参
考
に

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

研修会

登
米
・
一
関
・
栗
原

　
合
同
研
修
会

豆 知 識豆 知 識豆 知 識議会 会派 編会派 編

目　的　
　団体の皆さんと議員が、テーマを設けて意見交換
を行い、互いの理解を深め、その意見を議会活動に
生かします。
対象者　
　５人以上で活動する団体など。
開催日時・場所
　申込団体と調整の上、決定します。なお、開催時
間は午前１０時から午後８時までの間で、２時間程
度です。
※時期によってはご希望に添えない場合があります。

注意事項　
①報道機関の取材がある場合があります。
②広報活動のため、写真撮影、市ホームページなど
に掲載する場合があります。

申込方法　
　市ホームページに掲載の申込書に記入の上、開催
希望日の４週間前までに議会事務局へ
お申し込み下さい。

議員と語り合おう　出張‼なんでも意見交換会

会派とは
　市政に対する考え方を反映させるため所
属政党に限らず、市政に対する考えや意見
を同じくする議員が集まり、活動するもの
です。
　会派では、政策について意見をまとめた
り、会派代表者会や議会運営委員会などを
通じて、会派同士の調整や合意形成を行い
ます。

・栗原市議会における会派は、議長に会派結成届を提出
した２人以上の議員で構成されます。
・議会運営委員会の委員は、所属議員数の多い会派から
順に割り当てられます。
・会派代表質問の質問時間や、予算・決算の質疑時間は
所属議員数をもとに割り当てられます。
・政務活動費は会派ごとに支給されます。

※栗原市議会の会派結成状況はこちらからご覧に
　なれます。

皆さんの声、お聞かせください

HPはこちら
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市
議
会
だ
よ
り 世

代
を
超
え
た
つ
な
が
り

桜お
う

梅ば
い

桃と
う

季り

の
ご
と
く

大
お お

瀧
た き

　郁
い く

朗
お

さん
（鶯沢）

二
に

階
か い

堂
ど う

光
み つ

子
こ

さん
（金成）

　

昨
年
の
栗
原
市
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
一
年
が

経
ち
ま
す
。
市
議
会
議
員
の
皆
様
に
は
、
市
政
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ご
尽
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
栗
原
市
の
過
去
を
振
り
返
れ
ば
、
二
度
の
大

き
な
地
震
災
害
と
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
、「
自

助
、
共
助
、
公
助
」
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
電
話
詐
欺
や
多
く
の
情
報
が
溢
れ
る
ネ
ッ

ト
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
、
私
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
助
け
合
い
の
形
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
そ

し
て
地
域
の
住
民
の
親
睦
を
図
る
た
め
に
交
流
会

を
し
て
参
り
ま
し
た
。
桜お

う

梅ば
い

桃と
う

李り

の
ご
と
く
皆
の

力
が
合
わ
さ
り
常
日
頃
の
交
流
が
共
助
と
な
っ
て
、

関
係
を
育
む
一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
地
域

社
会
の
歪
み
の
解
消
の
取
り
組
み
に
市
政
へ
の
期

待
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
市
議
会
議

員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
年
和
太
鼓
に
携
わ
る
中
で
、
改
め
て
地
域
や

世
代
を
超
え
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
太
鼓
は
一
人
で
も
打
て
ま
す

が
、
仲
間
と
音
を
重
ね
る
こ
と
で
大
き
な
力
と
な

り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
す
。

　

練
習
は
厳
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
触
れ
合
う
こ

と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
み
ち
の
く
太
鼓
ま
つ

り
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
支
え
や
声
援
の
中
、
世

代
を
超
え
た
打
ち
手
が
太
鼓
を
打
つ
姿
に
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
太
鼓
を
通
じ
た
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
地
域
の
伝
統
を
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で

い
き
た
い
で
す
。

発
行
責
任
者

議　
　
長　
尾　
形　
勝　
通

広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
菅　
原　
麻　
紀

副
委
員
長　
衡　
田　
達　
彦

委　
　
員　
菅　
原　
直　
人

委　
　
員　
三　
浦　
孝　
志

委　
　
員　
髙　
橋　
一　
久

委　
　
員　
曽　
根　
優　
輝

委　
　
員　
三　
浦　
善　
浩

委　
　
員　
長
谷
川　
　
　
敬

委　
　
員　
加　
藤　
桂　
子

　
栗
原
に
も
花
の
便
り
が
届
く

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
定
例
議
会
で
は
新
年
度

予
算
な
ど
を
慎
重
に
審
議
い
た

し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
の
声
を
ま
っ
す

ぐ
に
市
政
の
ど
真
ん
中
へ
届
け

る
べ
く
市
議
会
議
員
一
同
、
決

意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
議
会
は
、
皆

様
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
郷

土
の
発
展
と
市
民
の
皆
様
の
幸

福
を
願
い
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
度
も
変
わ
ら
ぬ
ご
期
待

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

髙　
橋　
一　
久


